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年

昭和37年
新
春
、
明
け
ま
し
て
お
目
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

稀
有
の
深
雪
で
試
練
の
始
ま
っ
た
昨

年
の
数
々
も
齢
一

O
年
の
伸
展
を
記
す

わ
が
魚
津
市
の
躍
動
を
愈
々
織
ん
な
ら

し
め
ま
し
て
、

設
に
目
出
度
く
昭
和
三

七
年
の
、
即
ち
記
念
す
べ

き
市
制
施
行

一
O
年
の
新
春
を
迎
え
、
年
頭
の
感
慨

誠
に
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
す
べ
か

ら
く
五
万
市
民
各
位
の
御
理
解
と
政
府

並
び
に
県
等
関
係
局
の
御
助
力
或
は
各

界
諸
民
の
御
支
援
に
依
り
ま
し
て
、

今

や
当
市
が
県
下
屈
指
の
先
進
都
市
と
し

て
、
着
実
に
そ
の
地
歩
を
悶
め
つ

L

あ

り
ま
す
事
は
、
祝
着
の
極
み
に
存
ず
る

・処
で
あ
り
ま
す。

年
の
始
め
に
当
た
り

謹
し
ん
で
新
市
建
設
の
た
め
敢
て
辛
酸

報広市津

頭

の

御
市

長

を
甘
受
さ
れ
た
各
位
の
、
御
協
力
と
愛

市
の
御
精
神
に
対
し
衷
心
よ
り
謝
敬
の

意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

火
災
復
興
再
建
の
槌
を
振
っ
て
五
年

至
難
を
極
め
た
一一一一
米
幹
線
道
路
完
結

の、

悲
願
成
就
の
日
も
目
前
に
迫
り
、

田
方
町
線
の
拡
巾
ま
た
順
調
に
進
ん
で

着
々
近
代
都
邑
構
成
の
基
礎
条
件
を
充

足
し
つ
〉
あ
D
、
甚
だ
事
び
に
堪
え
ま
せ
ん
。

早
月
六
橋
並
び
に
布
施
川
橋
の
竣
功

を
以
て
近
く
殆
ど
開
通
の
運
び
と
な
る

一
級
国
道
八
号
線
を
一
大
幹
線
と
致
し

ま
し
て
広
汎
な
市
域
を
縦
横
に
走
ら
さ

ん
と
す
る
、

本
市
道
路
通
網
の
整
備
事

業
も
ま
た
新
設
に
拡
巾
、
戒
は
改
良
に

か
つ
は
こ
こ
米
線
、
本
江
線
等
の
舗
装

促
進
に
営
々
た
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て

新
年
を
迎
え
て

魚

市
民
の
み
な
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
制
施
行
後
十
年
目
の
新
春
を
迎
え

ま
し
た
。
市
制
後
の
過
去
を
省
み
ま
す

と
市
発
足
早
々
大
水
害
に
見
舞
わ
れ
、

更
に
昭
和
三
十

一
年
に
は
大
'火
災
に
遭

い
、
市
民
と
し
て
真
に
大
き
な
被
害
を

蒙
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
市
民
の
み

な
さ
ま
に
は
よ
く
こ
の
試
練
に
堪
え
ら

れ
緯
ま
ざ
る
御
努
力
に
よ
っ
て
復
興
も

目
ざ
ま
し
く、

水
害
復
旧
事
業
や
、
都

市
計
画
、
広
画
整
理
事
業
に
併
せ
て
防

火
帯
建
築
も
淘
に
順
調
に
進
み
、
そ
の

他
学
校
行
公
街
、
民
間
の
施
設
に
い
た

し
ま
し
て
も
、
今
や
近
代
化
し
た
都
市

形
民
と
し
て
急
速
な
発
つ
肢
を
遂
げ
つ
L

あ
る
こ

と
は
、
突
に
喜
ば
し
い
次
第
で

あ
り
ま
す
。
殊
に
昨
年
は
都
市
計
画
の

総
仕
上
げ
と
い
う
べ
き
重
幹
道
路
も
完

成
の
見
透
し
が
つ
き
、
図
書
館
、
産
業

文
化
会
館
、
総
合
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
建
設

や
、
問
中
学
校
の
増
築
、
更
に
工
業
高

校
の
誘
致
な

と
多
く
の
事
業
が
推
進
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
市
民
の
み
な
さ
ま

の
御
，
h
力
、
御
協
力
の
賜
で
あ
り
ま
し
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議

長

本

田

正

て、

深
き
敬
意
と
感
謝
の
意
を

表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

今
年
は
市
制
十
周
年
を
転
機

と
い
た
し
ま
し
て
、
更
に
畜
産

農
業
、
土
地
改
良
を
始
め
と
し

て
、
果
樹
振
興
の
た
め
の
県
果

樹
試
験
場
の
分
場
の
誘
致
な
ど

に
よ
る
農
業
の
近
代
化
、
林
道

建
設
に
よ
る
奥
地
森
林
の
開

発
、水
産
菜
、商
工
業
の
振
興
事

業
な
ど
に
不
断
の
努
力
を
い
た

さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
存
じ
ま
す
。

我
々
議
会
人
と
し
て
は
、

単

な
る
目
先
の
変
化
に
と
ら
わ
れ

ず
市
政
の
進
む
べ
き
実
態
を
よ

く
把
握
し
、
市
当
局
と
表
裏
一

体
と
な
り
、
市
財
政
の
健
全
化

と
調
和
の
と
れ
た
市
政
を
活
発

に
推
進
し
て
参
り
た
い
と
存
じ

ま
す
ζ
ど
う
か
市
民
の
み
な
さ
す
の

御
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も

に
、
お
幸
せ
を
心
か
ら
お
祈
り

い
た
し
ま
し
て
新
春
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

人口のうごき

出生 70人

死亡 43人

婚姻 56件

離婚 1件
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挨

拶
寺

太

士
口

田
有
機
的
な
機
動
の
発
揮
に
資
し
、
諸
産

業
振
興
の
導
火
線
た
ら
し
め
ん
と
願
う

次
第
で
あ
り
ま
す
が
、

更
に
は
奥
地
資

源
の
関
発
事
業
の
推
進
と
林
道
網
の
充

実
を
図
り
つ
L

一
大
観
光
道
路
建
設
の

新
計
画
を
も
元
日
一の
計
と
し
て
樹
立
し

て
参
り
度
い
所
存
で
あ
り
ま
す
。

片
貝
川
下
流
の
大
改
修
は
五
億
三
千

万
円
の
四

ヶ
年
計
画
で
今
年
度
よ
り
着

手
さ
れ
、
ま
た
片
貝
奥
地
の
総
合
開
発

事
業
も
凡
そ
十
四
億
円
余
の
巨
費
を
も

っ
て
砂
防
え
ん
堤
の
構
築
、
片
奥
川
第

五、

即
ち
東
叉
発
電
所
の
建
設
が
順
調

な
進
捗
を
示
し
て
お
り
、
山
民
契
並
び
に

工
業
等
諸
産
禁
発
展
の

一
大
概
泉
で
あ

る
処
の
本
市
河
川
の
豊
富
な
水
資
源
が

多
国
的
に
開
発
さ
れ
、
治
山
治
水
の
突

を
挙
げ
つ

A
あ
り
ま
す
事
は
、
頗
る
快

哉
に
存
ぜ
ら
れ
る
次
第
で
あ
り
ま
す。

近
い
将
来
に
お
い
て
農
家
の
水
争
議
の

如
き
は
、
昔
日
諦
と
な
り
、
水
害
の
不

安
は
凡
て
解
消
し
農
村
の
経
営
改
善
或

は
生
産
基
般
の
掠
備
促
進
と
柑
侠

っ
て

年
々
農
作
の
増
収
を
期
し
得
る
も
の
で

あ
り
、
昨
年
竣
功
の
農
業
セ
ン
タ
ー
、

こ
の
た
び
誘
致
実
現
せ
ん
と
す
る
富
山

県
果
樹
園
芸
勿
場
の
建
設
等
と
と
も
に

農
村
全
域
に
一日一
る
潤
沢
と
繁
栄
に
符
ト
h

↓す

る
と
乙
乃
大
な
る
あ
の
が
あ
る
ん
確
惰
し
去
す
。

転
じ
て
、

当
市
海
岸
線
の
振
興
に
就

い
て
は
、

目
下
経
団
海
岸
浸
蝕
対
策
並

び
に
北
中
海
岸
保
全
事
業
世
帯
護
岸
工
事
・

の
促
進
を
強
く
関
係
局
に
要
望
す
る
と

と
も
に
、

或
は
ぬ
実
景
気
の
挽
回
に
腐

心
致
し
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
新

年
度
に
お
い
て
、
第

二
期
工
事
を
完
成

す
る
経
田
漁
港
は
既
に
そ
の
面
目
を

一

新
し
、
角
川
尻
補
助
港
ま
た
着
々

そ
の

拡
大
計
画
を
実
現
し
相
呼
応
し
て
お
り

ま
す
e

ま
た
魚
津
港
に
は
昨
年
、
御
承

知
の
如
く
共
同
荷
捌
所
の
落
成
を
見
て

お
り
、
沿
岸
振
作
必
須
の
施
設
の
拡
充

完
備
に
は
懸
命
の
方
途
を
尽
さ
ん
と
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

日
本
随
一
を
誇
る
防
火
帯
商
陪
街
、

或
は
宵
公
街
並
び
に
商
工
業
の
集
約
す

る
市
街
ぬ
を
中
核
に
し
て
、
そ
の
周
辺

に
林
立
し
つ
』
あ
る
近
代
ピ
ル
の
築
造

と
会
社
工
場
拡
張
の
如
き
、
昨
今
の
趨

勢
は
、
最
早
や
復
興
の
域
を
越
え
、
ま

て〉

さ
に
気
鋭
限
進
都
市
の
観
を
呈
す
る
と

こ
ろ
他
に
比
肩
し
難
い
も
の
が
あ
り
ま

す
3

既
に
昨
年
完
成
を
見
た
市
立
凶
書

館
多
東
記
念
館
、
農
業

セ
ン
タ
ー
或
は

社
会
保
険
出
張
所
、
漁
協
荷
捌
所
、
今

春
一
治
成
せ
ん
と
す
る
電
報
篭
話
局
、
食

糧
統
計
調
査
事
務
所
、
産
業
文
化
会
館

第
二
期
工
事
の
完
成
、
更
に
は
大
々
的

に
拡
張
さ
れ
ん
と
す
る
、
日
カ
魚
樟
工

場
並
び
に
杉
野
ク
リ

ー
ナ
ー
工
場
等
、

相
次
ぐ
諸
施
設
の
築
造
と
と
も
に
或
は

県
立
工
業
高
校
.
今
春
か
ら
の
発
起
と

一一
一
ヶ
年
計
画
に
よ
る
校
舎
建
設
を
終
え

て
施
設
を
充
実
せ
ん
と
す
る
、
総
合
グ

ラ
ウ
ン
ド
、
新
年
度
調
企
に
着
手
し
て

二
億
七
千
万
円
を
も
っ
て
計
画
さ
れ
ん

と
す
る
国
鉄
魚
君
駅
前
中
心
都
市
改
造

事
業
等
、
列
挙
し
て
尽
き
ぬ
幾
多
施
設

の
誘
致
と
建
設
、
或
は
事
業
の
促
進
に

依
り
ま
し
て
、
愈
々
当
市
が
呉
京
の
雄

都
市
た
る
の
名
を
怒
に
せ
ん
と
し
て
お

り
ま
す
こ
と
は
、
淘
に
御
岡
山
鹿
に
堪
え

な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
申
し
上
げ

る
ま
で
も
無
く
今
年
も
亦
不
如
意
な
財

政
事
情
の
制
約
を
受
け
乍
ら
も
方
離
を

排
し
市
制
施
行

一
O
年
に
培
か
わ
れ
た

魚
津
市
の
偉
大
な
営
力
を
も
っ
て
、
幾

多
継
続
事
業
の
完
成
促
進
を
図
り
、
諸

般
の
施
策
の
遂
行
に
万
全
を
期
し
て
各

位
と
共
に

一
段
の
拍
車
を
掛
け
た
レ
存

念
で
あ
り
ま
す
が
、

両
手
を
挙
げ
て
木

市
誕
生
の
賀
す
べ
き
一

O
周
年
記
念
〉一

祝
す
べ
き
火
災
復
興
祭
を
此
の
春
に
控
一

え
ま
し
て
、
」
ヰ
頭
、
今
昔
の
感
禁
じ
得
一

ぬ
ま
L

既
に
一
松
代
に
亘
る
、
わ
が
魚
一

津
市
の
め
ざ
ま
し
い
発
展
に
思

い
を
致
一

し、

愈
々
決
意
を
新
た
に
し
大
い
な
る
一

抱
負
を
も
ち
ま
し
て
、

只
管
市
勢
の
伸一

長
と
産
莱
文
化
の
振
興
に
挺
身
せ
ん
と

一

整
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
願
く
ば
各
位
一

一
層
の
御
援
助
と
御
叱
声
を
仰
ぐ
次
第
一

で
あ
り
ま
す
。
初
陽
映
ゆ
る
元
日
一
に
当
一

り
、
各
位
の
光
輝
あ
る
昭
和
三
七
年
の一

御
繁
栄
を
お
祈
り
し
て
御
祝
い
の
詞
と

致
し
ま
す
。

(角川春

臨麟器錦

母

親

教

室

開

催

丈
夫
な
赤
ち
ゃ
ん
を
育
て
る
た
め
、

妊
産
婦
指
導
、
育
児
指
導
に
重
点
を
お

い
た
母
親
教
室
を
ひ
ら
き
ま
す
。
こ
れ

は
健
康
指
導
事
禁
実
施
地
区
に
川
魚
津

町
が
指
定
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
地
区
の

お
母
さ
ん
方
の
参
加
を
特
に

の
ぞ
ん
で

い
ま
す
。

一
月
以
降
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で

す
。

(
受
講
料
無
料
〉

実
施
ハ

日

講

習
内
容

1
月
間

日

お

産

と
産
じ
ゅ
く
期

。
ぉ
日
妊
産
婦
の
疾
病
と
乳
幼
児

の
疾
病

2
月
6
日
赤
ち
ゃ
ん
の
晴
乳
と
離
乳

2
月

は

日

幼

児

期
の
栄
普

。

加

日

未
熟
児
の
育
て
方

。

幻

日

赤

ち

ゃ

ん
の
着
物

3
月
6
日

赤

ち
ゃ
ん
の
沫
裕

。

日
日
幼
児
期
の
精
神
発
育

h
q
m臼
妊

婦

指

導
及
び
育
児
指
導

の
文
化
映
画

。

幻

日

乳

幼

児

の

保

護
制
度

終
了
式

実
施
場
所
魚
津
保
健
所
講
堂

実
施
時
刻
は
午
後

1
時
よ
り

3
時
ま
で
で
す
。

な
お
講
師
は
市
内
の
関
等
医
の
方
々

と
保
健
所
長
、
職
員
の
方
々
で
す
。

消
防
団
出
初
め
式

恒
例
の
消
防
団
出
初
め
式
は
、

1
月
6
日
午
前

9
時
か
ら
行
い
ま

す
。
こ
の
日
は
、
市
内
の
消
防
車

十
五
台
、
団
員
お
よ
そ
四
百
数
十

名
が
大
町
小
学
校
に
あ
つ
ま
り
、

検
閲
点
検
、
団
長
訓
示
な
ど
に
つ

づ
き
、
分
列
行
進
、

義
勇
塔
参
拝

一
斉
放
火
等
を
行
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

追
加
更
正
予
算
ほ
か
審
議

早

十
ご
月
定
例
市
議
会
は
去

る
二
十
日
に
開
か
れ
会
期

一

日
で
、
財
政
再
建
計
画
の
変

更
、
追
加
更
正
予
算
ほ
か
六

件
を
上
程
審
議
し
議
決
致
し

ま
し
た
。

う
ち
一

般
会
計
追
加
更
正

予
算
額
七
百
三
十
六
万
二

千

余
円、

特
別
会
計
追
加
更
正
予
算
.
綿
五

十
八
万
一
二
千
余
円
は
、
お
も
に
地
方
交

付
税
、
市
税
及
び
国
、
県
支
出
金
等
を

財
源
と
し
て
給
与
改
訂
に
伴
う
費
用
に

充
て
こ
れ
に
よ
り
財
政
再
建
計
画
の
一

部
を
変
更
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
条
例
の
一
部
改
正
等
は
何

れ
も
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準
じ

て
報
酬
、
給
与
等
条
例
の
改
正
を
行
っ

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
公
宮
住
宅
新
築
工
事
請
負
契

約
締
結
に
関
す
る
先
決
報
告
等
五
件
を

承
認
し
、
昭
和
三
十
五
年
度
決
算
報
告

五
件
は
決
算
特
別
委
員
会
の
審
査
に
附

託
さ
れ
た
。

又
次
の
と
お
り
委
員
の
選
任
に
同
意

し
た
。
教
育
委
員
会
委
員
友
杉
松
清
氏

四

六

才

吉

島

七

四

一

日

カ
魚

津
工
場
総
務
部
次
長

固
定
資
産
評
価
員
清
河
七
良
氏

四
六
才
北
山
七

O
ニ

市

助
役

固
定
資
産
評
価
審
査

委

員

会

委

員

三

由

謙

三
氏

五
八
才
村
木
一
一
、
二
八
二
の
一
六

日
カ
魚
津
工
場
嘱
託

民
生
委
員

年賀体新fW、謹
OVJヘ

寺

田

大

士口

清

河

七

良

山

沢

貞

治

議

会

長

本

田

正

信

副

議

長

藤

井

秀

信

関

口

白
日
次

西

浦

三

郎

南

保

金

作

浦

田

与

一

稲

垣

文

士口

奥

村

順

平

窪

田

杉

次
郎

森

野

富

治

宮

崎

直

三

細
川

繁

次

郎

小
坂

作

次

郎

河

崎

浅

之

助

宮
内
吉
次
郎

長
田

さ
れ
エ
門

朝

野

治

作

後

藤

広

作

関

口

作

平

大
久
保
松
治

大

崎

利

吉

佐

伯

新

作

千
旧
源
次
郎

若

島

正

敬

大

島

信

夫

小

林

正

木

島

谷

政

隆

河

崎

直

義

野

崎

栄

吉

長

谷

川

作
次
郎

教
育
委
員
会

委

員

長

高

野

宗

雄

委
員
長
職
務
代
理

華
蔵
閣
行
亮

浜

田

京

子

友

杉

松

清

教
育
長

山

本

允

彦

監

査

委

員大
島

信

夫

大

村

健

彦

選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

大

崎

甚

之

盃

瓜

生

玄

雄

山

口

勝

夫

大

沢

政

平

市

畏

助

役

収
入
役

議市

長

副
会
長

固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会

朝

野

信

治

推

名

与

士口

三

由

謙

三

農
業
委
員
会

会

長

杉

山

樽

吉

会
長
倣

J

1

力
!
日て

耕

代

理

下

仁
川
向

ヨ

木
下
鱒
次
郎

安

田

与

吉

相

馬

圧

八

関

口

権

二

伊

東

清

一

大

崎

利

三

男

山
口

与
次
郎

関

口

回
目
次

西
尾
順
之
助

長

田

日

晴

清
水

弥

太

郎

水

尾

太

宵

宮

坂

儀

市

大

崎

利

吉

梅
崎
久
次
郎

広
旧
延
太
郎

高

瀬

健

策

黒

田

清

一

徳
本
忠
一
郎

吉

井

正

男

河

崎

浅

之

助

小
林

小
左
衛
門

中

尾

政

一

土
地
区
画
整
理
審
議
会

会

筏

智

熊

雄

宮

武

市

山

口

信

次

経
沢
忠
士
口

五
十
井
隆
一

高

谷

昌

利

岩

田

豊

二

大

田

正

義

千
田
源
次
郎

桑

山

大

作

木

下

豊

吉

宮
内
吉
次
郎

寺

崎

孝

吉

常

楽

清

吉

小

松

繁

蔵



( l) 

意
義
深
い
門
出
の
式

吋

4
J

児
童
扶
蓑
手
当
は
、
生

死
別
の
母
子
世
帯
の
母
や

父
母
の
な
レ
児
童
十
育
て

L

い
る
人
に
対
し
て
、
支

給
さ
れ
ま
す
。

こ
の
党
給
申
請
受
け
付

け
は
、
昭
和
初
年
ロ
月

1

日
か
ら
、
魚
津
市
社
会
福

祉
事
務
所
で
行
な
っ
て
い

ま
す
が
、
次
の
こ
と
が
ら

に
あ
て
は
ま
る
方
は
、
認

定
請
求
書
を
市
の
社
会
福

祉
事
務
所
へ
出
し
て
下
さ

い
。
尚
受
給
資
格
が
あ
っ

て
も
、
請
求
書
を
出
さ
れ

な
い
と
営
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
の
で
、
早
急
に
手
続

(似和問 9月13日
第3油蝉便物認可)

児童扶養手当の認定請求書を

早く出しましょう

一
月
十
五
日
は
成
人
の
日
で
吋
を
あ
ど
の
激
励
の
こ
と
ば
に
つ
づ
い
て
優
良

げ
て
の
お
祝

ι
の
H
で
す
。
満
二
十
才

青
年
団
支
部
や
優
良
青
年
の
表
彰
、
祝

に
な
ら
れ
た
青
年
子
火
が

、
以
的
に
も

賀
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
な
い
、
全

今
立
で

の
謎
た
れ
て
い
た
生
活
か
ら
発
員
に
記
念
品
を
贈
る
こ
と
に
し
て
い
ま

展
し
て
、
み
ず
か
ら
を
唄
制
し、

み
ず

す。

か
ら
が
伸
び
て
い
く
誇
り
と
責
任
を
持

な
お
、

該
当
者
は
市
内
在
住
の
昭
和

た
れ
た
誠
に
意
義
傑
〈
め
で

た
い
日
で
同
年

1
月
日
日
か
ら
附
和
げ
年
1
月
日

あ
り
ま
す。

日
ま
で
に
生
れ
た
方
で
、
今
年
は
お
よ

市
で
は

こ
れ
ら
の
人
々
を
祝

い
励
ま

そ
九
二

六
名
(男
四
一
八
、
女
王

O
八〉

す
た
め
に
成
人
式
を
、

一
月
十
五
日
午

で

あ
り
ま
す
。
該
当
者
へ

は
案
内
状
を

前
十
時
よ
り
正
午
ま
で
大
町
小
学

校

講

出
し
ま
す
が
、
も
し
通
知
も
れ
が
あ
っ

立
で
行
な
い
ま
す
。

た
ら
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
ま
で
連

成
人
式
で
は
市
長
、
数
育
委
員
長
な

絡

し

て
下
さ
い
u

大
東
胤
戦
争
勃
発
の
年
に
生
れ
た
私
形
の
何
か
が
身
を
ひ
き
し
め
る
か
ら
不

は
、
幸
か
不
幸
か
戦
争
の
苦
難
も
、
敗
思
議
で
あ
る
。

戦
の
惨
め
さ
も
微
か
な
記
憶
し
か
も
た
私
の
喜
び
の
一
つ
は
選
挙
権
で
あ

な
い
。
私
は
進
学
、
卒
業
、
就
職
と
月
る
。

こ
の
一

票
に
私
の
信
念
を
傾
け
て

並
み
な
コ

ー
ス
を
無
事
に
通
過
し
て
今

克

し
い
行
使
を
育
て
て

い
き
た
い
。

一

第
九
凶
魚
津
市
米
作
競
作
会
に

は
二

日
に
至
っ
た
。
平
凡
な
過
去

}

V

今
や
東
西
世
界
が
し
の
一七
点
の
応
募
が
あ
り
青
田
か
ら
成
熟
期

の
中
で
も
試
錬
と
い
え
ば
、

、
置

懇

藍

圏

，

一一

ぎ
を
け
ず
り
合

っ
て
一
触
一
こ
亘
る
耳
三

の
予
選
を
経
て
一
阿
点
を

あ
の
魚
津
大
火
の
隈
災
で
あ

闘

機

織

鴎

鮮

即
発
の
情
勢
に
あ
る
中
で
一
?
候
補
と
し
て
刈
坂
り
を
行
い
、
脱

る
。
灰
撞
の
無
一
物
の
小
か

迫

観

感
勺
じ
‘
曹
司
東

私
の
存
在
は
小
石
に
も
等
一
穀
調
製
の
う
え
、
収
量
、
品
質
等
厳
重

ら
私
を
明
る
く
立
ち
あ
が
ら

J
J
慾
!
淳
一
司

し

い
。
小
石
と
い
え
ど
も
一
に
審
査
し
た
と
こ
ろ

、
次
の
と
お
り
入

せ
て
く
れ
た
の
は
温
か
い
友
情
で
あ
っ
池
中
に
投
じ
ら
れ
た
波
紋
は
脈
々
と
ひ
一
賞
さ
れ
ま
し
た
。

た
。
今
は
異
る
職
場
に
は
な
れ
ば
な
れ
ろ
が
っ
て
い
く
よ

う
に
、
一

個
人
の
一
な
お
褒
賞
式
は
ロ
片
口
日
魚
津
市
山政

に
な
っ
て
い
る
友
人
の
彼
も
我
も
、
成
正
、
不
正

の
社
会
に
及
ぼ
す
影
響
の
甚

一業
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
0

.
p
h
.山
人
の
祝
典
に
会
す
る
こ
と
を

大
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
て

い
る
。
私
一
入
賞
者

早
生
の
部

「a
J
V

思
う
と
大
き
な
感
激
に
充
た
は
私
の
人
生
に
成
人
と
い
う
一
線
を
画
一
一
位
北
鬼
江
大
崎
利
ご

コ
ズ
〉

さ
れ
る
。

し
た
今
日
、
明
る
い
生
活
に
生
き
て
い
一

越

路

早

生

五
五
四
K
八
五

O
P

-
-
か
~

成
人
と
い
っ
て
も
何
ら
の
く
人
間
へ
の
精
進
に
努
力
す
る
覚
悟
で
ご
一位

仏

田

原

弥

一

人
工
ハ

変
化
も
な
さ
そ
う
だ
が
、
無
あ
る
c

(

北
陸
電
力
勤
務
)
一

豊
年
早
生

五
五
三
K
七
三
三

p

u
aを
ん

私
が

二
十
才
と
れ
上
九

ι
し
弛
い
白
川
タ
?
に
J
U
ト
十
七

十
り一

努
力

賞

青

島

木

下

信
一

式

い

の
春
を
迎
え
成
人
に
な
っ
た
社
会
に

E
し
く
生
き
る
こ
ま
社
会
の
士

一

豊

年

早

生

五

四

七

K
六
七
三
P

t

t

{

一

中

晩

生
の
部

.
に
で
」
と
所
思
え
ば
、
心
、
下
ら
な
組
み
を
正
し
く
判
断
す
る
カ
が
な
け
れ
一

A
ハf

・

一

、，

喝

、

。

一

一

位

出

林

兵

助

.
L
U
ハ
る
歓
喜
と
フ
ァ
イ
ト
が
湧
し
は
な
ら
な
し
そ
し
て
人
間
の
生
き
る
一

成

山

て
く
る
o

今
後
の
自
主
的
生

こ
と
の
意
義
は
ど
こ
に
あ
る
か
を
見
出
一

マ
ン

リ
ヨ

六

四

六

K
六
三

7

一
二
位

仏
国

松

本

次

郎

活
の
使
命
や
そ
れ
に
対
す
る
義
務
感
を
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
こ

は
世一
一

黒
部

一
号
五
七
二
瓦
五
五

0
9

ω
う
時
、
と
て
も
強
い
緊
張

LH器
禁
v
y

の
混
迷
に
ふ
み
入
る
こ
と
一

を
覚
え
ま
す
。
選
挙
権
行
使

、

盛

蜜

勝

勝

子
の
な
い
よ
う
、

古
書
こ
、
一
努
力
賞
慶
野
野
田
庄
治

齢

層
繍
繍
麟
醗
額

規

、

、

--u

b

v

一

マ

ン

リ

ヨ

五

五

九

K
九
四
六
G
d

鋭

校

臥

日

川

町

幻

ト
ザ

よ

臨

機

場

長

町

内

か

は

刊

誌

ヱ

グ

東

山

山

田
タ
ミ

・

信
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る

一J
油
消
燃
や
む
日

こ
れ
か
ら
の
数
多
く
の
で
i
s
-
-
お
知
ら
せ
-
B
i
l
l
-

行
一

か
ら
私
達
は
た
し
か
な
物
の
見
方
、
考
錬
に
堪
え
て
、
人
間
性
を
よ
り
高
く
養

一

椎

茸

の

ほ

だ

木

と

発
一

え
方
を
身
に

つ
け
な
く
て
は
な

ら
な
う
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
u

よ
い
政

一

同
一

ぃ
。
現
在
社
会
の
政
治
に
し
ろ
、
経
済
治
、

よ
い
社
会
、
よ
い
生
活
に
未
来
の
希
望
を

一

種

菌

打

込

器

を

あ

つ

旋

ー
一

に
し
ろ
、
思
想
に
し
ろ
、
復
雑
と
い
お
も
ち
、
真
理
の
探
求
に
ま
っ
し
A
X

ら
に
進
み
た

一

最
近
全
国
的
に
特
殊
林
産
物
の
栽
培

ヨJ
一
う
か
、
混
乱
と
い
お
う
か
私
達
に
納
得

い
と
い
と
念
じ
て
い
去
す
。
£
災
病
院
勤
務
)一

が
さ
か
ん
に
な
り
、
木
県
に
お
い
て
も

y
一

・

一
そ
の
普
及
活
動
が
さ
か
ん
に
行
わ
れ
て

一

・

:

一

お
り
ま
す
。
わ
け
で
も
推
茸
の
栽
梢
は

年
一
新
有
権
者
感
想
文
募
集
日

1
2日
ま
で

亙

山
村
の
副
業
ば
か
り
で
な
く
私
達
の

一

J

a

一日
常
生
活
と
も
切
離
せ
な
い
も
の
に
な

7
一い

主
旨
公
明
選
挙
運
動
の
一
環
と

に

選

挙
に
対
す
る
自
覚
を
内
容
と
し
た
一
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
こ
の
特
殊
林

は
一

し
て
新
有
権
者
と
な
ら
れ
る
青
年
男
女

も
の
、
字
数
二
千
字
以
内
(
原
稿
用
紙
)
一
産
物
の
栽
培
普
及
の

一
端
と
し
て
今
年

荊
一

を
対
象
と
し
て
感
想
文
を
募
集
し
選
挙

1

応
募
資
格
及
び
注
意

一
も
推
茸
の
ほ
だ
木
(
菌
の
楠
付
の
終
つ

刀口一

機
行
使
の
重
要
性
に
つ
い
て
認
識
を
探

昭
和
問
、
行
年
生
れ
の
者
、
応
募
者

一
た
も
の
)
と
種
菌
、
打
込
器
等
の
あ
っ

f
一
め
る
と
と
も
に
、

こ
れ
を
通
じ
て
広
く

の
住
所
、
氏
名

(
と
も
に
ふ
り
か
な
を

一
旋
を
し
ま
す
の
で
希
望
の
方
は
1
月
引

一
政
治
意
識
の
向
上
に
役
立
て
よ
う
と
す
つ
け
る
〉
性
別
、
生
年
月
日
及
び
職
業

一
日
ま
で
、
市
役
所
長
林
課
内
森
林
組
合

う
一

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

を
、
原
稿
の
末
尾
に
明
記
す
る
こ
と
。

一
へ
お
申
込
み
下
さ
い
。

ロ?っ一

之

主
催
富
山
県
選
挙
管
理
委
員
会

ι
賞

状

及

び

賞

金

一

O
ほ
だ
木
一

本
七

O
円

(
菌
樋
付
済
)

宇
一

3

提

出

先

富

山
県
庁
内
、

富
山

県

入

選

者

に

は

富
山
県
選
挙
管
理
委
員

一
O
種
菌
の
種
類

円
引
一
選
挙
管
理
委
員
会
及
び
市
選
挙
管
理
委

会

よ
り
賞
状
、
賞
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

一

菌
興
X
一
号
(
中
型
厚
肉
)

臼
一

員
会

応
募
作
品
は
全
て
中
央
審
査
へ
参
加
し

一

。

X
四
号

(
大

型

。

)

1

・A
K

感
想
文
の
内
容
、標
題
及
び
字
数
、
ま
す
。

一

各
種
八

0
0
c
c
三
二
O
円
見
込

新
有
権
者
と
し
て
の
民
主
政
治
、
特

一

打

込
器
一
組
七
五

O
円
見
込

し
て
下
さ
い
。
認
定
請
求
書
が
社
失
問

祉
事
務
所
で
交
付
さ
れ
た
翌
月
分
か
ら

支
給
さ
れ
ま
す
。

児
童
扶
安
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ

と
が
出
来
る
背
は
、
白
木
国
民
で
あ
っ

て
、
園
内
に
住
所
セ
有
す
る
者
で
な
け

れ
ば
な
り
支
せ
ん
。

こ
の
児
童
L

乙は、

義
務
教
育
(
中
学
卒
業
〉
終

7
前
の
岩

で
次
に
あ
て
は
ま
る
児
童
で
す
。

上
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

(母

干
の
場
合
の
み
〉

つ
心
父
が
苑
亡
し
た
児
童

ふ
父
が
廃
疾
の
状
態
(
障
害

一
級
程
度

発
病
後
三
年
以
上
経
過
し
た
も
の
)

ι父
の

笠
化
が
明
か
で
な
い
者
の
児
童

ふ
父
か
ら
引
続
き
一
年
以
上・
遺
棄
さ
れ

て
い
る
児
童

優
良
米
作
競
作
会
入
賞
者
決
ま
る

報広市津魚

集
部
一

号

。
審
査
考
察

米
作
競
作
会
は
消
費
世
論
を
尊
重
の

う
え
、
従
来
の
収
穫
量
優
先
安
品
質
優

先
に
切
り
替
え
て
実
施
し
玄
し
た
。

本
年
は
好
天
候
に
め
ぐ
ま
れ
ま
し
た

が
そ
の
割
に
病
害
虫
の
発
生
も
一
部
に

あ
り
、
(
片
貝
川
栴
岸
の
二

化
螺
虫
、

角
川
地
域
の
白
葉
枯
病
、
海
岸
地
帯
の

枝
梗
穂
逆
病
〉
加
え
て
第
二
宮
戸
台
風

の
被
害
、
八
、
九
月
の
異
常
高
温
に
よ

る
胴
割
米
の
続
出
等
に
よ
る
品
質
の
低

下
で
相
当
の
減
収
交
見
ま
し
た
が
、
競

作
会
で

は
昨
年
よ
り
儲
か
の
減
収
で
、

と
く
に

市
の
奨
励
品
種
が
作
り
に
く
い

と
さ
れ
て
い
る
に
も
か
L

わ
ら
ず
六
五

O
K
の
名
収
を
得
ら
れ
た
こ
と
は
、

稲

作
技
術
の
進
歩
に
心
強
く
感
じ
ま
す
。

今
年
入
賞
さ
れ
た
方
の
技
術
の
改
善

さ
れ
た
点
を
例
記
し
ま
す
と
、

て

畑
苗
代
育
苗
に
よ
る
健
商
育
成

。
床
内
温
度
、
最
高
三
O
度
か
ら
最

低
一

六
度
に
保
ち
管
理
、
換
気
、

コ
モ

等
に
よ
る
保
温

十九四

O
K
O
三
三
9

な
お
、
ほ
だ
木
は
一
一
、

0
0
0本
し

か
あ
り
ま
せ
ん
の
で
品
切
れ
と
な
っ
た

場
合
、
申
込
み
順
に
致
し
ま
す
か
ら
早

自
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

保
育
所
入
所
申
請
受
付

刊
日
か
ら
引
固
ま
で
受
付

木
年
4
月
か
ら
、
児
童
を
市
内
の
保

育
所
に
入
所
さ
せ
た
い
方
は
、
各
保
育

所
に
そ
な
え
で
あ
る
入
所
申
請
用
紙
に

記
入
の
上

1
月
引
日
ま
で
各
保
育
所
へ

申
込
ん
で
下
さ
い
。

。
保
育
所
入
所
児
童
の
対
象
は
次
の
通

り
で
、
貧
富
の
差
別
な
く
真
に
保
育

に
欠
け
て
い
る
子
供
を
あ
ず
か
る
所

で
す
。

①
両
親
が
共
に
勤
め
て
い
て
、
か
っ
、

同
居
の
親
族
そ
の
他
の
者
が
そ
の
児

童
の
保
育
に
当
た
る
こ

と
が
で
き
な

い
場
合。

①
家
庭
が
仕
事
場
に
な
っ
た
り
し
て
、

子
供
の
生
活
の
場
が
な
い
場
合
。

ι
Q入が
引
続
き

一
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て

い
る
児
童

7
い
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
者
の
児
童

。
支
給
の
制
限

(
次
の

よ
う
な
場
合
は

あ
た
り
ま
せ
ん
)

一、

公
的
年
金
を
受
け
て
い
る
場
合

二、

児
並
が
恩
'測
に
預
け
ら
れ
て
い
る

旧
制
合
法
び
、
公
的
機
関
に
収
一
か
付
さ
れ

て
い
る
場
合

三
、
所
得

ω児
童
の
府
議
又
は
務
育
す

る
者
の
前
年
の
所
得
が
、
十
三
万
円

に
児
童
一
人
を
増
す
毎
に
、
三
万
円

を
加
算
し
た
傾
以
上
に
所
得
を
有
す

る
場
合
。

⑦
母
と
生
計
を
同
じ
く
し

て
い
る。

母
の
扶
養
義
務
者
の
所
得

が
五
十
万
円
以
上
の
場
合

。
床
土
作
り

(
年
内
に
耕
起
、
砕
土

に
よ
る
凪
化
の
促
進
と
堆
肥
の
施

用
U

。
窒
素
質
の
持
続
利
用

(
N
を
途
中

で
切
ら
す
と
立
枯
、
ム
レ
前
の
発

生.倣
に
な
る
た
め
泊
肥
に
よ
る
管

理
)

二、

施
肥
の
ム
ロ
珊
化

。
元
肥
、
追
川
の
割
合
を
考
え
る

(

元
肥
を
全
体
の
六
1
七
制
と
し
て

化
成
て
刷
用
、
追
肥
を
出
穂
前
三

O
H
と
一
五
日
前
に
加
車
を
加
え

て
施
用
)

コ
一、
病
害
虫
の
完
全
防
除

。
穂
首
技
梗
い
も
ち
防
除

(
部
首
は

出
糖
直
前
、
水
銀
剤
二
i
l
三
K
按

壊
は
穂
揃
後
四
|
五
日
、
水
銀
剤

二
k
h
一
O
l
一
五
日
北
側

m
x

尚
出
穂
後
、
大
風
雨
の
あ
っ
た
直

後、

別
に
水
銀
剤
二

K
l
一一、

主

K
の
撒
布
d

最
後
に
こ
の
催
が
行
な
わ
れ
て
以
来

始
め
て
婦
人
の
参
加
を
得
、

し
か
も
入

賞
さ
れ
た
こ
と
は
、
今
後
の
農
業
の
あ

り
方
に
よ
き
事
例
を
作
ら
れ
た
点
、
深

く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
今
後
多

数
の
参
加
を
希
哩
致
し
ま
す
。

①
保
護
者
が
心
身
に
障
害
が
あ
る
た
め

子
供
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合
。

そ
の
ほ
か
、
明
ら
か
に
そ
の
児
童
の

保
育
に
欠
け
る
場
合
で
す
。

…国
一保

…だ
…よ
…り

O
保
険
証
を
お
忘
れ
な
く

病
気
や
、
け
が
で
医
師
の
診
察
を
受

け
る
と
き
は
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と

を
証
明
す
る
保
険
証
を
お
忘
れ
な
く

医
師
の
窓
口

へ
出
し
て
下
さ
い
。

。
出
漁
よ
り
帰
ら
れ
た
船
員
の
方
で
船

員
保
険
の
適
用
が
な
く
な
っ
た
方
は

+
日
以
内
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入

手
続
を
し
て
下
さ
い
。

ハ
印
鍛
持
参

下
さ
い
。
〉

O
早
〈
納
め
て
下
さ
い

H

国
民
年
金
の
掛
金
H

一
月
は
国
民
年
金
の
第
三
期
検
認
の

月
で
す
。
国
民
年
金
印
紙

-v・買
っ

て
貼

り
早
く
検
認
を
受
け
ま
し
ょ
う
口

- I 懇~- 八あ 一一一一一一一一一一一一 おまの ら
一一一一二 三 0"，一(一 "，0 母! 請 陸 一 りこ、、、 、、、、 、、、、 、 す し と新 こ
、 、、、、 、 、母 、母、長、 25 i四額業 :のまれ 世世ヨ イ大東 日中円ヨ 日仏 すた お図 の A

一 二五00000 0 0のOタO男O 末 iー 完 円しを界界 l ラ徳寺本国本 l木 伊 め のり 書 た 川
のooonooo 0 0うOキO与0 克:四納文 : た含ののロ ク寺 の図のロ 彫近 い で 立 舘 び 図。0000000 0 O~EO 死O 造0 ・ 、ーイヒ ; 。め自航ツ 遺 石案 ゴツ女11作 た、派の朝
円 円円円円円同円 |司 円亡 同亡同の 円 す;一号会 : 金て 動空バ 跡 仏集 Jレパ函画記し みな 完 白 書

合: 紀 a たt に ~Iι に 住遺 け :Qは ー ; 額三車 の 調 フの録集 まな 図成新 寄
匿 村山大念 ート小長杉 よ都よ吉亨製 12あ・ 0松舘 ; に六 城査 印 すさ 書 を聞
名木谷 |町 霊前 1坂野 る詰るいilIJ月ぃ i円 倉 建 ; しO 東オ 象 。んの記 社 贈

匿 村一一 金 ぱ機持ク香 寄粥 よ 20 :::..: : 地設 j て部朝朝井大 リ源朝谷庵朝上梅 の寄念大 只扇

上司52加!富山妻野!5251同署i 区募 : 52品主15黙認的25 措明 VJい i

名問 l次年太 鳴 き亜林ナ安 志止 で 1 金 九贈開聞和 ント 聞雄一開笠昭三 用う 、社 議選
ープ民15団良1¥次よ子平 1 RI~ 蕪 )偏 j 、が社社同 社 社対 郎 をけ 次 か 機…匂デヰ柳誠持続問問主主可

天天安: 文箆 天 間安 延 亭語ばる いす l必は反光 がた肉 定 Miけ

ま暴政察E誇 竺似議政諸費 化 競政早産 5高司定明そ昼間和脳袋詰巨誇 半額竺 芝EE王手EZ2震友EZ2示室 益 完
絵と 元流た は三元 楠元 ~r j:f(E三(六 へに角い に己 了. 毘に 七八魚。大は 三 l到九 王i~ 約ぬと. 出かあぬ挙 的!記 ずい て とくは
が刻l年行。 天年 年創年八木年和年 H汀お 持た始一年 縦談年年律 巡 f八周年属年制一。旬、 傑白狐 ~ ~に の す のい止 に 鋭

守勢 思 え員長室長時三夏堅男重量B432言語霊祭器 謀説震奏522H姉:ZZ32228吉弘街-233さ 函会議会話本
ち義 一 話器一一。 -kd-B一義信努空間義一 薬害一一議亥た芝 - 認-雲皇 室 供み袋署市玄雪 害緊喜一宅 芸品会 主男 二芝 正法話高之dz在
塁管益 奈たJi空 三。自ら始究Ea裂突多色夫 号室主主還宅4f古主 主完走 令系;存在2AEEでき22宇宅三ぞ芝222美空三ぞ 宅2Z主
要モ匹l 震五二O 八 度六 四。提宮歩雲お二 日ぷ O八号需 主九六年四宮室 哲 ぞ三主義手前副雪長会主三事毒旨字詰竺筆京支藤君津話を空
白 富 し似 の 凹 の 粂 ど来 に 出 た山 丈高六 。ヶめ )1民家黙にで要町 。るいつりとあ P湾家千二目。の が市はらえ
本山 た i坊 為 六問 ぜす上 大照 c町三悩i 六 郷 な間接事 、あだ 県; まのくかい l奥 i花生 、年 fl"2区上本 菜 、)と
総版 P や I町 院 からあ る 火時 五 尺'TF~ '-~ 土けにの?虎つが断でで ら争 のぎばし 巨碍(にに年版界年 )
船の 種 !政 年 街 。れ 処 起寺 良1¥の塚 のれ陥な 為の て 、電 気、と見でつ猫た 勢 前八人 態 はの耐での

印
L
f.
定
め
た
。

腿
め
一
一
年
丙
筒
一
八
六
六

福
沢
一訓
告
の

「間
体
串
情
)
世
に
出
る
。
孝

明
天
恩
崩
御
政
さ
る
。ピ
I
ル
始
め
て
現
わ
る
υ

明
治
一
一
年
成
寅

一
八
七
八

郡
区
間
利
一編
制
法
施
行
寄
れ
る
。
問
中
味到
地

容
斉
弛
し
た
。

問
治
天
県
内
隣
地
へ
行
事
、
魚
川
閉
山
寺
附
与

一
郎
万
が
行
何
所
と
な
る
。
新
川
郡
φ
上
下

の
二
部
に
分
つ
。
耐
彼
、
射
水
、
婦
負
、
上

新
川
、
下
新
川
、
の
五
都
に
部
役
所
か
儲
く
。

魚
障
に
胎
め
て
印刷話
が
開
通
し
た
。
即
断
話
崩

発
大
町
に
設
け
ら
れ
た
。
開
即
一
小
伴
校
(
今

の
大
町
小
学
校
)

t
T

魚
様
峨
跡
に
新
築
し
(

誌
の
勾
百
一
宇
一
犬
慌
に
供

ιた
。
)
魚
津
に
三

十
ケ
町
述
内
会
町
会
が
組
織
寄
れ
た
。

一円
長
に
寺
附
仁
杓
工
門
が
任
命
占
け
れ
た
。

明
治
二
三
年
庚
慣

一
一八
O
九

第
一
町一柑
国
議
会
聞
か
あ
。
教
官
刺
諮
御
下

賜
さ
る
。
立
惣
自
同
党
的
組
織
c

国
会
識
員

の
選
挙
。
旧
利
惟
国
当
選
す
。
州
通
川
の
大

洪
水
。
魚
訟
に
=
一
輪
車
始
め
て
現
わ
る
。

魚
滞
尋
問
小
学
校

(ム
「
の
村
木
小
倖
綬
)
創

ー
さ
る
。名
小
学
校
に
御
聖
路
券
副
小破
し
た
。

閣

υ彦
三
県
純
員
に
当
選
P

明
治
三
五
年
壬
寅
一
九
O
二

日
英
問
問
成
る
c

前
郷
縦
前
川
叫
す
e

北
脳
出

移
民
銅
山
川
定
ま
あ
。
魚
津
仁
都
会
議
事
件
点
新

記
さ
れ
る

(ム
「
の
市
役
所
庁
禽
。
)
小
学
校

摘
記
さ
れ
る
c

私
立
五
十
県
裁
総
攻
一十
学
校

創
設
さ
る
。
魚
作
伝
染
病
予
防
容
白
飼
料
定

ま
る
。
川
被
加
務
大
久
保
栴
布
工
門
郡
A

白羽織

田
に
当
選
、

大
正
三
年
甲
府
一

一
九
一
四

皇
太
后
郎
防
下
崩
御
。
第
一
次
世
界
大
開
起
る

日
本
軍
青
島
を
占
制
c

東
京
に
大
正
情
覧
会

開
舵
さ
る
。
魚
仰
山
に
学
椛什怖か
造
る
。
水

族
館
町
皆
と
な
る
。忠
誠
仰
の
除
都
式
挙
行
。

金
原
町
踏
凶
以
来
の
凶
泊
両
側
券
大
草
金
属

町
と
改
称
し
た
。

魚
津
尋
常
小
学
校
に
大
典

記
念
共
同
峨
金
会
規
梶
山
げ
出
来
た
。

大
正

一
五
年
間
和
元
年
丙

筒
一
九
一一六

天
皇
陛
下
崩
御
遊
さ
る
。
文
部
省
令
に
よ
U

青
年
訓
縦
所
設
置
虫
、
る
。
魚
津
の
科
小
学
校

仁
第一

.
第
二
の
訓
練
所
が
附
設
さ
れ
た
。

下
新
川
郡
役
所
が
際
比
さ
れ
た
。
五
月
新
下

猟
師
町
か
ら
出
火
十
八
軒
類
焼
し
た
。
降
線

の
鉄
道
不
用
地
争
買
収
し
た
。
魚
津
同
母
舘

町
寸
.
と
な
る
町
寸
一一附易問
脅
紹
介
称
す
。
魚

四
日
船
溜
以
駿
工
v

昭
和
一
三
年
成
寅

一
九
三
八

国
家
総
矧
民
法
諮
問
宵
司
令
氷
見
町
的
大
火

は
類
焼
五
円
三一
戸
。
大
町
小
伴
校
新
刊
州
立
に

一
一
宮
勝
徳
の
捌
公
父
子
の
大
剛
制
や
抱
々

村
大
小
山午
椛
創
立
三
十
周
年
記
念
式
争
挙

行。

魚
出
階
北
防
御
堤
熔
ム
口
及
南
川
御
山
崎

隼
竣
工
。

問
治
天
皇
花
時
御
巡
京
六
十
周
記

ムマ弐
挙
行

昭
和
一
一五年

庚
寅

一九
五
O

世
界
因
物
セ
ン
サ
ス
施
行
2

十
一
月
六
町
小

単
純
問
鰭
本
絹
新
郡
山叩一一等焼失
、
誌
の
時
附

近
民
家
十
三
四
も
納
焼
、
信
山
工
藻
試
附
場

魚
津
分
自
主
人
町
小
学
校
庭
の
一
部
に
山
花
世
さ

る
。
魚
律
検
察
庁
舎
構
成
(
白川杭魚
津
快
務

局
)

昭
和
一一一
七
年
平
一
寅

一
九
六
一


